
第５３回 広島数理解析セミナー （２００２年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.53

日時 ： １２月１３日（金）１６：００～１７：００

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７　

講師 ： 梶木屋 龍治 氏 (長崎総合科学大学)

題目 ： 劣線形楕円型偏微分方程式の無限に多くの解の存在

要旨 ： 次の方程式が無限に多くの解を持つことを示す.

−∆u = |u|psgn u + f(u) (x ∈ Ω),

u = 0 (x ∈ ∂Ω).

ここで Ωは, 滑らかな境界を持つ有界領域, 0 < p < 1 とし, 十分小さ
な |u| に対して, |f(u)| ≤ C|u|q を仮定する. q > 0 が十分大きいとき,

上の境界値問題に対して, C2(Ω) ノルムが 0 に近づくような解の列が
存在する事を示す.

f ≡ 0 のときは, 非線形項が奇関数であり, 変分法により解の多重存
在が証明できる. ここでは, それに対する摂動法により解の列を構成
する.
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